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国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇
年
（
二
〇
〇
五
〜

二
〇
一
四
）
の
最
終
年
会
議
（
正
式
名
称

は
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会

議U
N

ESC
O

 W
orld C

onference 
on Education for Sustainable 
D

evelopm
ent

」、
開
催
地
通
称
は
「
ユ

ネ
ス
コ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
世
界
会
議
あ
い
ち
・
な
ご

や
」、
以
下
で
は
「
世
界
会
議
」
と
表
記
）

が
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
〇
日
〜
一
二

日
に
名
古
屋
市
の
国
際
会
議
場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
国
連
に
お
け
る
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
主
導
機
関
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
で
あ

る
が
、
日
本
政
府
の
他
に
、
愛
知
県
、
名

古
屋
市
が
共
催
機
関
と
し
て
支
援
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
世
界
会
議
の
準
備
全
般

か
ら
開
催
地
の
機
運
醸
成
を
も
担
っ
て
き

た
。
名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
は
、

二
〇
一
三
年
度
か
ら
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
新
た
な

理
念
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行
っ

て
お
り
、
世
界
会
議
の
成
功
の
た
め
に
積

極
的
に
貢
献
し
て
き
た
。
具
体
的
な
最
初

の
関
わ
り
は
、
二
〇
一
二
年
七
月
七
日
に

中
部
Ｅ
Ｓ
Ｄ
拠
点
協
議
会
が
開
催
し
た

「
二
〇
一
四
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
卜
・
キ
ッ
ク

オ
フ
会
合
」
に
筆
者
を
は
じ
め
本
学
部
か

ら
四
名
の
教
員
が
参
加
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
。「
中
部
Ｅ
Ｓ
Ｄ
拠
点
協
議
会
（RC

E 
C

hubu

）」
と
は
、
世
界
各
地
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

推
進
の
た
め
に
国
連
大
学
か
ら
認
定
さ
れ

た
世
界
約
一
〇
一
所
の
拠
点
の
一
つ
で
あ

り
、
中
部
大
学
と
名
古
屋
大
学
の
教
員
を

中
心
に
、
中
部
地
域
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
や
環
境
教

育
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
る

（
代
表
は
中
部
大
学
理
事
長
の
飯
吉
厚
夫

氏
）。
筆
者
は
二
〇
一
三
年
度
か
ら
中
部

Ｅ
Ｓ
Ｄ
拠
点
協
議
会
の
運
営
委
員
会
の
一

員
と
な
り
、
世
界
会
議
に
向
け
た
種
々
の

取
り
組
み
に
参
加
し
て
き
た
。

　
名
古
屋
市
立
大
学
・
人
文
社
会
学
部
と

し
て
は
、
名
古
屋
市
と
の
連
携
企
画
と

し
て
、「
広
報
な
ご
や
」
二
〇
一
四
年
一

月
号
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
特
集
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

た
。
人
文
社
会
学
部
の
学
生
を
中
心
に
集

ま
っ
た
学
生
編
集
委
員
会
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と

世
界
会
議
に
つ
い
て
市
民
に
と
っ
て
分
か

り
易
い
特
集
を
作
成
す
る
た
め
に
約
半
年

間
奮
闘
し
た
。
ま
た
人
文
社
会
学
部
が
主

催
し
た
三
つ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
大
学
」
二
〇
一
三
年
二
月
五

日
、「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
大
学
２
」
二
〇
一
四
年

二
月
八
日
、「
中
部
の
《
里
山
資
本
主
義
》」

二
〇
一
四
年
一
一
月
八
日
）
そ
し
て
愛
知

学
長
懇
話
会
主
催
の
「
大
学
生
Ｅ
Ｓ
Ｄ
リ

レ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
名
古
屋
市
立

大
学
会
場
で
の
開
催
は
二
〇
一
四
年
七
月

五
日
）
も
世
界
会
議
へ
の
機
運
醸
成
に
大

き
く
貢
献
し
た
と
思
わ
れ
る
。

世
界
会
議
の
様
子

　
今
回
の
世
界
会
議
は
、
二
〇
〇
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇

年
（D

ESD

）」
に
お
け
る
世
界
各
地
の

活
動
を
総
括
す
る
最
終
年
会
合
と
い
う
位

置
づ
け
で
あ
り
、
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た

本
会
議
に
先
行
し
て
一
一
月
四
日
か
ら

八
日
ま
で
岡
山
市
で
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
会
合
」
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
関
係
の
諸
会

議
、
す
な
わ
ち
「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｒ
Ｃ
Ｅ
会

議
」（
一
一
月
四
日
〜
八
日
、
主
催
は
国

連
大
学
）、「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
世
界
大

会
」（
一
一
月
六
日
〜
八
日
）、「
ユ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
一
一
月
七
日
）
が
開
催

さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
て
一
一
月
一
〇
日
か
ら

名
古
屋
市
の
国
際
会
議
場
で
三
日
間
の
本

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
で
は
イ
リ

ナ
・
ボ
コ
バ
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
が
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
世
界
会
議
の
意
義
や
持
続
可
能
な

❖
特
　
集
❖

　
Ｅ
Ｓ
Ｄ
世
界
会
議
、
そ
の
成
果
と
課
題 

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
別
所
　
良
美
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社
会
を
め
ざ
す
価
値
観
の
重
要
性
を
強
調

し
た
。
ま
た
下
村
文
部
科
学
大
臣
か
ら
の

挨
拶
が
あ
り
、
さ
ら
に
開
会
式
に
ご
夫
妻

で
臨
席
さ
れ
た
皇
太
子
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ

も
あ
っ
た
。

　
世
界
会
議
の
本
会
議
は
、
一
四
八
ヵ
国

の
政
府
代
表
（
七
六
名
の
閣
僚
級
を
含

む
）
と
専
門
家
約
一
一
〇
〇
人
が
参
加
し

た
大
規
模
で
複
雑
な
会
議
で
あ
っ
た
。
会

議
は
、
三
つ
の
全
体
会
合
の
他
に
、
四
つ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ク
ラ
ス
タ
ー
か
ら

構
成
さ
れ
た
。
各
ク
ラ
ス
タ
ー
の
テ
ー
マ

は
①
十
年
間
の
成
果
の
と
り
ま
と
め
、
②

変
革
教
育
・
教
育
改
革
に
つ
い
て
、
③
持

続
可
能
な
発
展
を
促
進
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
、
④
ポ
ス
ト
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇
年
」

の
活
動
方
針
に
つ
い
て
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
各
ク
ラ
ス
タ
ー
に
お
い
て
、
七

〜
一
一
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
同
時
に
開

催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
多
様
な
議

論
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
本
会
議
の
昼
食

休
憩
の
時
間
帯
に
は
毎
日
、
つ
ま
り
三
回

の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
枠
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
同
時
に
八
つ
ほ
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
、
多
様
な
テ
ー
マ
と
実
践
例

に
つ
い
て
報
告
と
議
論
が
な
さ
れ
た
。
こ

れ
が
本
会
議
の
諸
会
合
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
と
は
別
に
文
部
科
学
省
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ユ
ネ

ス
コ
世
界
会
議
あ
い
ち
・
な
ご
や
支
援
実

行
委
員
会
が
主
催
し
た
併
催
イ
ベ
ン
ト

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
も
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
も
同
じ
名
古
屋
国
際
会
議
場
の

限
定
さ
れ
た
区
画
で
開
催
さ
れ
、
主
に
日

本
国
内
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
活
動
成
果
や
提
言
な

ど
に
つ
い
て
三
日
間
に
わ
た
り
約
四
〇
の

交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。
三
日
間
に

わ
た
っ
て
世
界
各
地
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
者
が

一
堂
に
会
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇
年
の
経
験

を
語
り
、
二
〇
一
五
年
以
降
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

推
進
に
つ
い
て
提
言
を
お
こ
な
っ
た
の
で

あ
る
。

世
界
会
議
の
意
義
と
課
題

　
会
議
に
参
加
し
た
多
様
な
関
係
者
の
討

議
と
提
言
の
個
別
的
な
内
容
に
立
ち
入
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
回
の
世
界
会
議

が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ

て
い
た
か
を
次
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
の
意
義
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇
年

の
間
に
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の

成
果
が
最
終
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
公
表
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。「
我
々
の
望
む
未
来
を

形
づ
く
るShaping the Future W

e 
W

ant

」と
題
さ
れ
た
最
終
レ
ポ
ー
ト（
全

二
〇
〇
頁
）
は
、
世
界
で
蓄
積
さ
れ
た
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
実
践
と
そ
の
担
い
手
の
広
が
り
こ

そ
持
続
可
能
な
地
球
社
会
を
形
成
す
る
た

め
の
核
心
的
な
要
素
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
（「
序
文Forew

ord

」
参
照
）。
最
終

レ
ポ
ー
ト
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇
年
の
成
果

を
十
項
目
に
分
け
て
詳
細
に
説
明
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
心
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
筆

者
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
と
理
解
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
持
続
可
能
な
発
展
と
い

う
挑
戦
的
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
教
育
は
自
己
変
革
を
行
い
、
教
科
や

専
門
の
境
界
に
よ
る
知
の
分
断
化
状
態
を

克
服
し
、
正
規
の
学
校
教
育
の
枠
を
超
え

て
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
働

す
る
社
会
的
な
意
識
変
革
に
な
り
う
る
と

ESDユネスコ世界会議（名古屋国際会議場）

11月 10日 11月 11日 11月 12日

本
会
議

開
会
式
・

全
体
会
議
①

昼
食 ハ

イ
レ
ベ
ル

円
卓
会
議

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ク
ラ
ス
タ
ー
１

全
体
会
議
②

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ク
ラ
ス
タ
ー
２

昼
食 ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ク
ラ
ス
タ
ー
３

全
体
会
議
③
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い
う
こ
と
。
そ
し
て
教
育
の
自
己
変
革
を

通
し
て
生
ま
れ
る
ロ
ー
カ
ル
お
よ
び
グ

ロ
ー
バ
ル
な
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
こ

そ
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
り
だ
す
た
め

の
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。
Ｅ

Ｓ
Ｄ
世
界
会
議
に
お
け
る
多
様
な
対
話
と

議
論
に
よ
っ
て
最
終
レ
ポ
ー
ト
が
描
く
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
可
能
性
が
確
認
さ
れ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　
第
二
の
意
義
は
、
上
記
の
成
果
を
踏
ま

え
て
ポ
ス
ト
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇
年
」、
つ

ま
り
二
〇
一
五
年
以
降
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の

行
動
計
画
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（G

A
P

）」
を
始

動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
行
動
計
画
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
二
〇
一
三
年

一
一
月
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

一
〇
年
」
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
世
界
の

人
々
の
意
欲
と
行
動
力
に
よ
っ
て
計
画
を

始
動
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ａ

Ｐ
で
は
優
先
行
動
分
野
と
し
て
（
１
）
政

策
支
援
、（
２
）
機
関
包
括
型
ア
プ
ロ
ー
チ
、

（
３
）
教
育
者
、（
４
）
若
者
、（
５
）
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
従

来
型
の
教
育
政
策
や
教
育
機
関
、
教
育
者
、

生
徒
・
学
生
が
持
続
可
能
な
地
球
社
会
実

現
と
い
う
目
的
の
た
め
に
根
本
的
な
自
己

変
革
を
遂
げ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

と
も
に
行
動
す
る
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
依
拠

す
る
七
つ
の
原
則
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
第
四
番

目
の
原
則(

d)

だ
け
を
こ
こ
に
引
用
し

て
お
き
た
い
。

　　
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
そ
れ
が
持
続
可
能
な
開

発
へ
と
社
会
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
点
で
、
変
革
教
育
〔
世
直

し
教
育transform
ative education

〕

で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
の
た
め
に
は
、

教
育
と
学
習
の
枠
組
み
を
変
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
教
育
の
シ
ス
テ
ム
と
構
造
を
方

向
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｅ

Ｓ
Ｄ
と
は
教
育
と
学
習
の
核
心
に
関
わ
る

事
柄
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
実
践
に

付
け
焼
刃
的
な
変
更
を
加
え
れ
ば
済
む

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
。」

　　
こ
の
原
則
を
真
剣
に
受
け
止
め
続
け
て
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
世
直
し
教
育
だ
と
い
う
考
え
を
維

持
し
つ
つ
、
一
つ
一
つ
の
具
体
的
な
Ｅ
Ｓ

Ｄ
実
践
を
今
後
我
々
が
行
っ
て
ゆ
け
る
か

ど
う
か
が
、
世
界
会
議
の
意
義
そ
の
も
の

が
今
後
の
我
々
に
突
き
つ
け
る
課
題
と
挑

戦
で
あ
ろ
う
。
手
ご
ろ
な
課
題
を
与
え
て

生
徒
・
学
生
を
現
場
に
送
り
出
し
て
報
告

を
行
わ
せ
る
だ
け
で
、『
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
や
っ

た
！
』
と
自
己
満
足
す
る
誘
惑
に
我
々
は

ど
れ
だ
け
抵
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。

　
そ
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
二
〇
一
五
年

に
終
了
す
る
国
連
の
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標M

D
G

s

」
の
後
継
と
し
て
現
在
提

案
さ
れ
て
い
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

SD
G

s

」（
案
）
の
中
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
本
当

の
意
味
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
当
面
の
課
題
で
あ
ろ

う
。


